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［事案 2025-135］新契約取消請求  

・令和 8年 6月 15日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

契約を申し込んだ認識がないことを理由に、契約の取消しを求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和7年2月に契約した変額保険（契約①②③④）について、以下の理由により、契約①②③④

を取り消して既払込保険料を返還してほしい。 

(1)申立人が死亡した後の死後事務のために契約①に加入することとした。募集人から「死後

事務にかかった後に残りの金額はどうするか」と聞かれたため、「3人の子供が均等に受け

取れるようお願いしたい」と答えたが、さらに 3 件の契約②③④に加入した認識はなかっ

た。 

(2)募集人には、申立人が使用できる金額や 5 年程度しか支払う能力がないことなどを伝えて

いた。 

＜保険会社の主張＞ 

 申立人の請求に応じることにより解決を図りたい。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

 裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、契約時の状況等を把握する 

ため、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続中、保険会社より和解案の提示があり、裁定審査会において検討した結果、これを

妥当と認め、申立人に提示したところ、申立人の同意が得られたので、和解契約書の締結をも

って手続を終了した。 

 

 


